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本 研 究 は 、日本 語授業 研究に 焦点を 当て、 実践場 面の課 題を解 決する ため
の 具体的 方法に ついて 、大連 地域の 大学に 所属し ている 日本語 教育関 係者の
有 志が連 係して 大学間 で遠隔 共同講 義を行 うとと もに、 それぞ れの大 学生を
主 たる対 象とす る受講 者同士 の討論 を取り 入れ、 大学日 本語教 育方法 の改善
に パイオ ニア的 に取り 組むこ とにし た研究 である 。その ため、 教育実 践研究
の 多様な 発展を 背景と した、 多様で 広範な アプロ ーチの 魅力的 な講師 による
協 力とご 講義が どうし ても欠 かせな い。  
 
 
本 研 究が 行った 通訳訓 練法は 、なに も、真 新しい もので はない 。基本 的に

は 、従来 、通訳 者を養 成・訓 練する ために 使われ てきた 様々な 練習法 であり
、 これま でにも さまざ まな形 で紹介 されて きた。 だが、 通常の 日本語 通訳訓
練 法は、 通訳ス キル向 上とい うもの に重点 が置か れてい るため 、一般 の日本
語 学習者 にはあ まり関 心を持 たれる ことが なかっ た。そ こで、 筆者は 、この
メ ソッド を、一 般の日 本語学 習者で も利用 できる よう、 考察・ 改良し 、段階
的 な訓練 法とし て、研 究を行 った次 第であ る。  
 
 
本 研 究の 実践報 告を記 述した 論文 ｢中 国 大 学 の 日 本 語 教 育 に お け る 通 訳 訓

練 法 の 応 用 と 展 望 ｣で は 、 筆 者が 2009年 よ り 教え ている 大学で の通訳 ・翻訳
訓 練法を 利用し た授業 の分析 結果を 通し、 日本語 の運用 能力を 高める ために
有 効であ ろうと 思われ る指導 法の提 案をす るとと もに、 今後の 方向性 を指摘
し ている 。  
 
本 研 究の 研究成 果とし て事例 報告を 行った 論文の 内容は 試行錯 誤の第 一歩

に 過ぎな いが、 このよ うな通 訳訓練 法を外 国語教 育に応 用した 授業法 は、一
定 の成果 を収め ること ができ た。今 更なる 後改善 を重ね ること で、今 後の方
向 性が見 出せる のでは ないか と筆者 は思う 。今後 の課題 として は、翻 訳の実
践 によっ て外国 語と母 語の能 力を同 時に高 めてい く中級 以降の 授業に どうや
っ て取り 組むか に力を 入れる べきで あろう 。  
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